
 
 
 
 
 
 
                          
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

  

次回は １２月１１日（日） 

「旧市内めぐり」 

８時２０分 米子市役所集合 半日コースです。 

松江のシンボルである松江城は、堀尾吉晴により慶長 16 年(1611 年)に建てられ、その天守は

平成 27 年（2015 年）に国宝に指定されています。 

本丸にそびえる天守閣は、桃山初期の城郭の特徴を残し、華やかな造りを排した実戦本意の

造りとしても知られています。 

別名「千鳥城」とも呼ばれる城の外壁は、大部分が黒塗りの下見板張りです。外層 5 層、内部 6

階で、城内には松江の街や城の関連資料が展示され、最上階は望楼式になっていて、松江市街

を一望できます。 

天守閣の最上部の屋根にあるシャチホコは、木彫りで銅張り、高さは約 2m もあり、これは現存

しているシャチホコでは最も大きなものです。 

山陰随一の名城として、広く全国より観光客を集めています。 


